
第
六
条
の
五

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二

条
の
六
第
四
項

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二

条
の
七
第
五
項

﹇
同
上
﹈

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
四

項

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
五

項

第
六
条
の
六
第
一
項
及
び

第
六
条
の
七

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八

項

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い

て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
二

条
の
七
第
九
項

第
六
条
の
六
第
一
項
及
び

前
条

法
第
五
十
七
条
の
五
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
六
第
八

項

法
第
五
十
七
条
の
六
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
七
第
九

項

前
条

前
条
各
号

次
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前

条
各
号

（
事
故
故
障
等
の
報
告
）

（
事
故
故
障
等
の
報
告
）

第
六
条
の
十

法
第
六
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
使
用
者
（
旧
使
用
者
等
を
含
む
。）は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
直
ち
に
、
そ
の
状
況
及
び
そ
れ
に
対
す
る
処
置
を
十
日
以
内
に
原
子
力

規
制
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
十

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
四

略
﹈

﹇
一
〜
四

同
上
﹈

五

気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
気
施
設
に
よ
つ
て
排
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空

気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
第
二
条
の
十
一
の
十
二
第
四
号
の
濃
度
限
度
を
超
え
た
と
き
。

五

気
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
気
施
設
に
よ
つ
て
排
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空

気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
第
二
条
の
十
一
の
九
第
四
号
の
濃
度
限
度
を
超
え
た
と
き
。

六

液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
水
施
設
に
よ
つ
て
排
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
側
の

境
界
に
お
け
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
第
二
条
の
十
一
の
十
二
第
七
号
の
濃
度
限
度
を
超
え
た
と

き
。

六

液
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
排
水
施
設
に
よ
つ
て
排
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
側
の

境
界
に
お
け
る
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が
第
二
条
の
十
一
の
九
第
七
号
の
濃
度
限
度
を
超
え
た
と
き
。

﹇
七
〜
十

略
﹈

﹇
七
〜
十

同
上
﹈

十
一

放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
第
二
条
の
十
一
の
五
第
一
項
第
一
号
の
線
量
限
度
を
超
え
、
又
は
超
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
被
ば
く
が
あ
つ
た
と
き
。

十
一

放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
第
二
条
の
十
一
の
四
第
一
項
第
一
号
の
線
量
限
度
を
超
え
、
又
は
超
え

る
お
そ
れ
の
あ
る
被
ば
く
が
あ
つ
た
と
き
。

十
二

﹇
略
﹈

十
二

﹇
同
上
﹈

（
届
出
書
類
の
提
出
部
数
）

（
届
出
書
類
の
提
出
部
数
）

第
九
条

法
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
五
十
五
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数

は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

第
九
条

法
第
五
十
五
条
第
二
項
又
は
法
第
五
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
係
る
書
類
の
提
出
部
数
は
、
正
本

一
通
と
す
る
。

（
身
分
を
示
す
証
明
書
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
条

法
第
五
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
第
七
項
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様

式
第
一
の
四
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
二
条
の
二
第
七
項

の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
一
の
五
に
よ
る
も
の
と
し
、
法
第
六
十
八
条
第
六
項
の
身
分
を
示
す

証
明
書
は
、
別
記
様
式
第
二
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
人
の
出
入
り
等
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
区
域
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
十
一
条

令
別
表
第
二
の
五
の
項
の
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
区
域
は
、
第
一
条
第
二
項
第
二
号
に

規
定
す
る
管
理
区
域
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

（
電
磁
的
記
録
媒
体
に
よ
る
手
続
）

第
十
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
記
載
す

べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
法
で
作
ら
れ
る
記

録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。

別
記
様
式
第
二
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
別
記
様
式
第
二
の
電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
の
提
出
に
代
え
て
、
当
該
書
類
に
記
載

す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
記
録
し
た
電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
（
電
磁
的
方
法
で
作
ら
れ
る

記
録
で
あ
つ
て
、電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。）に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。

以
下
同
じ
。）及
び
別
記
様
式
第
三
の
電
磁
的
記
録
媒
体
提
出
票
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

﹇
一
・
二

略
﹈

﹇
一
・
二

同
上
﹈

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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